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研究成果の概要（和文）：本研究は頭頸部がんサバイバーの持つ災害に備える力の構造を明らかにし、頭頸部が
んサバイバーの身体、治療、生活を支える災害に備える力を高める看護実践プログラムを開発した。災害経験を
持つ頭頸部がんサバイバーの災害の備えに関する実態調査を基に、本プログラムを作成した。研究対象者の災害
経験や疾患や治療に伴う困りごとが具体的な備えにつながっていたことから、本プログラムはKolbの経験学習モ
デルを基盤とした４つのステップの構成とした。本研究で開発したプログラムは、頭頸部がんサバイバーの災害
被害を減少させるために、非常に有用であると想定され、今後は有用性の検討や臨床実装を進めるための研究が
必要である。

研究成果の概要（英文）：This study clarified the structure of the disaster preparedness of head and 
neck cancer survivors, and developed a nursing practice program to enhance the disaster preparedness
 of head and neck cancer survivors. This program was created based on a fact-finding survey on 
disaster preparedness for head and neck cancer survivors who have experienced disasters. This 
program consisted of four steps based on Kolb's experiential learning model, as the disaster 
experience of the study subjects and the problems associated with the disease and treatment led to 
concrete preparations. It is expected to be extremely useful for reducing disaster damage to head 
and neck cancer survivors, and research is needed to study its usefulness and promote clinical 
implementation in the future.

研究分野：災害看護学、がん看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、開発した看護実践プログラムの基盤として、今まで注目されていなかった頭頸部がんサバイバー
が有する災害に備える力の構造を明らかにした。それにより、頭頸部がんサバイバーが災害に対してどのような
備えを行っているのか、災害時にどのような問題が生じるかという点が明確になり、そして、それに基づき生み
出された看護実践プログラムは、頭頸部がんサバイバーの具体的な備えにつながり、災害被害の減少をもたらす
と予想される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
東日本大震災をはじめ、わが国では地震や風水害など、毎年のように未曾有の大災害が発

生している。中でも人的被害を減少させるためには、災害時に被害を受けやすい「災害時要

援護者」に対する災害への備えが鍵となる。災害発生後の一連の行動を取るのに支援を要す

るとされる「災害時要援護者」1)は、一般的に高齢者や乳幼児、外国人などがあげられてい

るが、「がんサバイバー」は含まれていない。「がんサバイバー」の中でも、「頭頸部がんサ

バイバー」はその疾患部位の特徴、治療による特徴から、頸部リンパ節郭清後の僧帽筋の麻

痺や肩関節可動域の制限、摂食嚥下障害などが生じ、日々の暮らしを送る上で何らかの支障

が生じている。彼らは災害時においては、避難時や被災後の生活など災害時に支援を必要と

するにも関わらず、注目されることなく支援がなされていないことから、災害への備えを十

分に行うことができていないことが想定される。 

頭頸部がんサバイバーを取り巻く災害対策状況の現状に関する先行研究の現状としては、

東日本大震災時に化学療法を受けているがん患者の看護に携わった看護師の体験について、

アンケート調査を行った研究 2)のように、災害時に看護師ががん看護を行う上での困難に関

して焦点が当てられており、災害時のがん患者、がんサバイバーの体験に関する研究はなさ

れていない。 

これらのことから、がんの診断を受けてから治療による副作用、後遺症を体験しながら生

活する頭頸部がんサバイバーの災害時の支援を検討する上で、自治体や医療施設による支

援体制を中心にするのではなく、頭頸部がんサバイバーの持つ災害に備える力に着目した。

頭頸部がんサバイバーの持つ災害に備える力の構造をがんサバイバー側から明らかにする

ことで、頭頸部がんサバイバー自身が災害に対応するために新たに獲得しなくてはならな

い力、つまり災害に備える力を高める支援を検討することができると考えた。そして看護の

視点から支援を検討することで、看護の強みである医療的側面、生活的側面を踏まえた頭頸

部がんサバイバーの災害に備える力を高める看護実践プログラムを開発することができる。 

本研究により、頭頸部がんサバイバー側から明らかになった災害に備える力の構造を踏

まえた看護実践プログラムを作成することで、今までの一方的な防災教育とは異なり、頭頸

部がんサバイバーと看護師の双方向からの関わりで災害に備える力を高めることで、災害

発生時に頭頸部がんサバイバー自身が安心して身体、治療面を踏まえた生活を送ることが

できる。そして、本プログラムの実践により、備蓄や避難行動などの頭頸部がんサバイバー

の災害対策状況の向上、更には災害時の人的被害の軽減を可能にすることが予想される。 
 
２．研究の目的 
本研究は頭頸部がんサバイバーの持つ災害に備える力の構造を頭頸部がんサバイバー側

から明らかにする。それを踏まえて、頭頸部がんサバイバーの身体、治療、生活を支える災

害に備える力を高める看護実践プログラムを開発することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究は頭頸部がんサバイバーの持つ災害に備える力の構造を明らかにするため、頭頸

部がん術後患者の災害に対する備えに関する実態調査（第１部）を実施し、その結果を踏ま

えて行う頭頸部がんサバイバーの身体、治療、生活を支える災害に備える力を高める看護実

践プログラムを開発する研究（第 2部）の 2段階から行った。 



1) 第１部：頭頸部がんサバイバーの災害に対する備えに関する実態調査 

 研究開始当初の計画では、被災地内外の頭頸部がん患者の災害への備えに関して調査を

行う予定であった。しかし、本調査は災害対策の整備状況を明らかにすることが目的ではな

く、頭頸部がんサバイバー特有の災害への備えを明らかにすることが重要であることから、

先行研究より災害経験と災害への備えは正の相関があること 3)を踏まえ、災害を日頃から意

識し備えを進めている対象者の語り、記述を得るために、対象者を被災地内居住者へと変更

した。 

① 研究期間：2018 年 10 月～2020 年 3 月 

② 研究対象者：東日本大震災の被災地内にあるがん専門病院の頭頸部外科外来に通

院中の頭頸部がんと告知を受け、過去 10年間に再建術を伴う腫瘍切除術を行った

患者を対象とし、研究者が口頭・書面で研究目的・方法などの研究概要を説明の上、

参加に同意した方とした。 

③ 研究方法 

質問紙調査に参加協力を得られた対象者に対し、調査票（患者基礎情報（病歴など），

治療面・生活面での災害に対する備え，健康状態（FACT-H＆N））を用いた質問紙調

査を実施した。また、対象者のうち、インタビュー調査に協力することを同意した

者に対し、30～60 分程度、インタビューガイドを基に災害時に必要なこと等につ

いて、自由に語ってもらった。 

2) 第２部：頭頸部がんサバイバーの災害に備える力を高める看護実践プログラム開発 

研究開始当初の計画では、頭頸部がんサバイバーの災害に備える力の構造に呼応

する形で、アンドラゴジーの実践論 4)による 7 つの学習プロセス段階に沿い、災害に備

える力を高める看護実践プログラムを開発することとしていたが、第１部の調査結果よ

り、研究対象者の災害経験が具体的な備えにつながっていたことから、Kolb の経験学習

モデル 5)を基盤とすることとした。頭頸部がんサバイバーの災害に備える力を高める看

護実践プログラムの構成を変更した。 

① 研究期間：2020 年 4 月～2021 年 3月 

② 研究方法 

 第１部の調査結果、文献検討を踏まえ、Kolb の経験学習モデルを基盤とする４つの

ステップ（具体的経験、内省、抽象的概念化、能動的実験）からなる看護師-がんサバ

イバー対話型の構成とし、１回 15 分程度２回のセッションからなるプログラムを作成

した。 
４．研究成果 
1) 第１部：観察研究 頭頸部がんサバイバーの災害への備えの実態 

調査票を配布した 20 名より回答が得られた。2～3 年前に手術を受けた者（9 名,45.0%）、70

歳代（8名,40.0%）が多く、全員が東日本大震災被災地域内に居住していた。備え始めたきっか

けは「東日本大震災」（12名, 60.0％）であった。現在症状を感じているものは 15 名（75.0％）

であり、「話すこと・電話をすることが難しい」（13 名, 65.0％）が多かった。災害に備えたが

進んでいたのは、「お薬手帳や常用薬の保管場所を決めている」（9 名,45.0％）であった。一方

で食品・水の備蓄をしていると回答したものはいずれも 35.0％以下であった。また、感じてい

る術後の症状と備蓄状況の違いでは、「外食をすることが難しい」と「経腸栄養剤の備蓄」との

間に有意差がみられた（χ2=8.775, df=1, p=.014）。約半数の回答者が術後 3年以内であり、全

員が東日本大震災後に手術を受けていた。備蓄は進んでいなかったが、食事に配慮が必要になる



ものは、経腸栄養剤の備蓄を進んで行っていた。現在の治療や感じている症状を踏まえた、備蓄

などを進められるように支援していく必要があることが明らかになった。 

インタビュー調査は 12 名の回答が得られ、今までの災害経験から地震が来たらどのような被

害が出るか予測することや、具体的な備えを行っていたことが明らかとなった。調査票の結果と

同様の傾向が見られ、感じている症状や災害経験など、対象者の具体的な経験に基づく備えが、

より有用な備えにつながることが示唆された。 

2) 第２部：頭頸部がんサバイバーの災害への備えを高める看護実践プログラム開発の成果 

備蓄すべき物品や災害時の取り決めなど、頭頸部がんサバイバーに求められる災害への具体

的な備えを習得することを目標とし、Kolb の経験学習モデルの 4 つの学習プロセスを基にした

看護師が行うプログラムである（図）。看護師と頭頸部がんサバイバーの対話を通して、「感じて

いる症状や手術後から生じた生活の変化」について、頭頸部がんサバイバー自身に考えてもらい

（具体的経験）、頭頸部がん手術による変化は災害に対しどのような影響があるか考えること（内

省）を通して、対策を検討（抽象的概念化）し、実践してもらう（能動的実験）という４つのス

テップを開発した。災害からの被害を低下させるために非常に有用であると考えられるが、15分

程度のセッションを臨床へ導入するためには、短い外来診察の中で様々な障壁があることが想

定され、今後はこのプログラムの実装に向けて検討が必要と考えられた。 
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